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テーラード・スーツの石汗究（第1報）
ーテーラード・スーツの歴史とその変遷についで一
Research on the Tailored Suits 
-Origin of Tailored Suits and 
Its Historical Development -
筒井 京 子 石垣和子
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I はじめに
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テ ラーー（Tailor）とは， 洋服屋，または服を仕立てる，の意味であるが，男子服裁断師をさ
す事もある。したがっで，ドレスメーカー ・スーツ（dressmaker・suits）に対しで，男子背広
の様に堅い感じのスーツ（一揃い）を，Tailord・ suitとよんでいる。このスーツの形態は，西
欧の男子服のスペンサーから導入され，身頃の一部分が折り返って，カラーと接続している現
在の，テ ラーード・カラー （背広衿）のスタイルである。
テーラード ・スーツを製作する技術は，高度であるが，この技法が女子スーツを製作する基
礎技術であり，時代背影や，素材，シルエッ トなどによ り，技法も徐々に変化してきている。
しかし，今日の様に，服飾も多様化され，また流行の移り変りのはげしいなかで，常に平行
してテ ラー ドー・ スーツが着用されていることはみのがせない。
1978年から80年代l二かけて，着こなしの自由なピック ・スタイルから，女性のシルエットを
より美しくみせる，スリムな型，即ちテーラー ド・ スーツが着用されできている。この傾向は
従来，着やすさのみの着装ではなく ，服装をととのえる意味でも好ましいことである。
服飾科では，創立以来一環してテーラード ・スーツ製作を指導しているが，その起源や変
遷に関する資料は少ない。故に服飾構成の参考資料として，テーラード ・スーツの起源及び，
変還について，西洋服装史より調査研究を行った。今回は，服飾史料を主に，フランスを中心
に，カラーの起源，テーラー ド・ スーツの歴史と，日本における女子洋装の導入までの変遺に
ついて，史的考察を行ったので報告する。
E 結果と考察
1. カラーの歴史
カラーは本来，円筒状の首をとりまく物の総称であるが，男女子服とも中世ゴシック中期ま
では，はっき りしたカラーの形態はみられず，殊に婦人服は衿もとが大き し くられたものが
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多かった。しかし，青銅器時代のものと考証される，北方ゲル
マン人の衣服（写真1）に，折り返したヘチマ ・カラー風の型
がみられ，紀元前時代からすでにカラーは，衣服の主要な部分
として，存在していたものと思われる。 1430年頃，上衣と スカ
ー卜が別々に裁断された新しいシルエットの婦人ドレスが出現
した。この型は，従来にはみられなかった衣服の構成で，深い
衿ぐりには三角状の共布または，ビロードや毛皮の別布で折り
返し衿がついている（写真2の①）。
写真2の②は，その身頃の裁断図で，これによると，はっき
りと，独立したカラーで，現在のショール・カラーの形態を示
しでいる。また，このドレスの布は上質のウール地，ビロード，
絹，錦織り等で，約550年前のこの時代に，すでにこれ等の材
質が，婦人服に使われていたものと思われる。
14世紀から16世紀にかけて，フランスの男子服に，プールポ
写真1 青銅時代・上衣
アンと呼ばれる短い上着があった（写真3）。これは，刺子縫い（現代のキルティング）された，
中世から近世まで，男子が着用した主要な上着で，初期のものの衿ぐりは低く， V字にくられ
ていたが，次第に高くなって，ハイ ・ネッ クラインの形態になっていった。写真3のスタイル
は，1640年代のプールポアンにみられる立衿（スタンド ・カラー）で，男子服には，しばしば
この立衿がみられた。その後カラーは別衿となり，写真4のように，装飾的なひだ衿として
1650年ごろから非常に普及し，男女子服いづれにも用いられた。この衿は，ラフと呼ばれ，1680
年ごろは全盛をきわめ，麻や紗など，うすい布で糊づけして張りをもたせたり，針金で枠どりし
た車輪型もあった。 写真2の①新型ドレス（1430年） 写真2の② 裁断図
写真4は，細身に変型した
プールポアンで，その下に，
比較的ぴったりしたトランク
・ホース（半ズボン） を着用
した男子服に，短いケープを
:m裁っているが，そのカラー
と，身頃の一部（ラベル）が一
一緒に折り返っていて， これ
は現代の見返しつづき，テー
ラーの形態に近いものと思われ
れる。
次に，プールポアンは次第
に装飾性をまし着用されてい
L 
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ったが，極端に短くなってベスト風のものとなり，これに代っ 写真3
て出現したのが，ジユストコル （写真5）という新型上衣であ
った。この上衣は，婦人服の美的形式（胴を細く絞って腰をは
らせ，身頃にぴったりフィッ卜したシルエット）に似ており，
男子服のシルエットが，最も婦人服に接近した時代といわれて
いる。写真5は，貴族の宮延服で，中のベストは，銀系刺縮入
り赤地絹で，上衣はビロード，絹，金らんなど豪華な材質が用
いられた。ジユストコルの衿はラフに代わって，衿元にモスリ
ンや，レースで作られたクラパ y 卜（ネクタイ ）が大きく結び
下げられ，現代のボーカラーに似て，女性的なスタイルである。
なお同時代（1670～ 1700年）の婦人服においては，依然として大きく
デコjレテされた服が多く，衿ぐりに沿って作られた，レースの飾衿や，
豪華なラフの外は，はっきりしたカラーの形態は，みられなかった。
2.テーラード・カラーの導入
テーラード・カラー（背広衿）は，男子の背広服や，コートにみら
れるきざみのはいった衿型をいう。また背広の語源については，イギ
リスの街にセピル・ロウと呼ばれる高級注文服店ばかりのー画があり，
そこには，何代も続いた仕立屋とか，生地の店が軒をつらねていると
ころから，それが説って，セピロと呼ばれる様になったと云う説と，
衣服の構成上，背部のせまいモーニング・コートに対しで，背部の広
い服という意味としでの呼び名である・…・という説とがある。
テーラード ・カラーが衣服に，みられるようになったのは， 1760
年頃から1780年代と思 写真5 ジユストコル（1700年） 写真6
われる。それ以前の1740
年代に，アビと呼ばれ
る男子服が出現したが，
これは，ジュストコル
から変化したもので，
名前も，アピ・ア・ラ・
フランセーズと呼ばれ，
シルエットは，当時流
行していた婦人服のパ
ニエ（かご型）スタイ
ルによく似ていた（写
真6）。
写真4 ケー プとひだ
衿 （1680年）
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アビは，絹やビロード製で 写真7 ルダンゴト（1783年）
多彩な刺しゅうや縁どりがほ
どこされ，色彩もはなやかな，
豪華な服で，．初期のものは，
立衿またはショ ールカラーが
多かったが，1780年頃をすぎ
る頃から，折り返した衿，テ
ラーード ・カラーがみられる
様になった。
1783年ごろ，イ ギリスの乗
馬用コー トに起源する，ルダ
ンゴ 卜と呼ばれる丈長の新型
マントがフランスの若者に着
られる様になった。 この男子
写真8 スペンサー（1800年）
,_] ~ 
服は，旅行着または，冬着として着用されたが，その衿は， 二段または三段に折り返され肩を
おおうような大きな型であったが，ラペルとカラーが一緒に折り返されて，テーラード ・カラ
ーの形態であった（写真 7）。
同時代に前後して，スペンサーと呼ばれる男子服があったが，これはイギリスのスペンサー
郷が落馬した際に燕尾服の垂れと両袖がひきちぎられ，それがアイデアとな り，軽快な短い上
衣となったといわれでいる（写真8）。
写真8のスタイルは， 1800年代のアビで，1740年代の豪華な服から変化した型のアピの上に，
写真9
叫『、’‘q』』
』
写真10 カラコ ・スタイル
(1786年）
スペンサーを着用している。
これは， 上着丈短く ，前は釦
がけで， 細目のテーラード・
カラーがつき，そのカラーと
ラベルには別布のサテンが使
用されている。
ムミ このイギリス ・モー ドは，
男子服にと どまらず，同時代
の女子服にも大きく 影響した。
女子服は，豪華をきわめたロ
ココ調のパニエ ・スタ イル
(1750年代が全盛）が， 1780
年をすぎる頃から次第に単純
なライ ンと なり，過剰な装飾
はかげをひそめ，写真9・10にみられるようなシンプルな
イギリス風，ローブ・ルダンゴ 卜や，カラコ・スタイルが
出現した。写真9のロープルダンゴトには，大きなテーラ
ード・カラーがつき，その周囲は別布のフリルで縁どり さ
れ，また上衣は上質のビロードで，カラーと上側の材質は
サランが使用されている。
写真11は，女子スペンサーでボレロ風の短い上着と，ひ
き裾のスカートとの上下服であるが，写真11の裁断図にみ
られる様に，身頃には折り返し線 （ラベル）があり，上衿
は立衿ではあるが，テーラー ド・ カラーの構成である。短
いジャケットの材質はおもに黒のビロードが用いられ，下
のドレスは白モスリンであった。
以上のように， イギリス・モー ドの影響をうけた，男子
服を先がけとして婦人服にもテーラー ド・カラーが導入さ
129 
写真1 女子スペンサー（1802)
れていったが，その後男子服には大きな変化はみられず，背広衿は定着してゆくが，婦人服に
おいでは，復古調のロマンチック・スタイルとなり，シンプルな シルエットと共にテーラー ド・
カラーは姿をけし，再び婦人服にこのカラーがみられるようになるのは，19世紀末(1890年代）
のテーラード ・スーツの出現による。
3. テーラード・スーツの導入と変遷
スーツとは，ー揃い，またはー 組になった，の意味で男子服では，上衣，チ ョyキ，ズボン
の三つ揃いをさす。婦人服では，男仕立て風のがっちりした上下服をテーラード ・スーツとよ
び，男物風な生地や，男性的シルエットをもった服をいう。
フランス革命後，男子服は近代化に向かい，またイギリスで起きた産業革命によって繊維工
業が発達して，上質の毛織物が一般に出回り，盛んに使われるようになっでいった。男子服の
縫製においては， イギリスのテーラーの優秀な技術に負うと ごろが大きく ，デザイ ン，色彩と
も地昧でシンプルなスタイルとなり，従来の衿飾りも糊づけされたカラーと，ネクタイに代り
いわゆる上衣，ジレ，ズボンという三つ揃いの紳士服 （背広服の原型）の概念が生まれた。写
真12は，1850年代の紳士服で，おもに，社交服，外出着であるが，白かグレーのジレ，縞柄や
格子の長ズボンと黒ラシャの上衣の組み合わせで着用された。
同時代，婦人服はロマンチッ ク・スタイルのあと，クリノリ ン （腰枠） ・スタイルがモード
をリードしていたが，1870年代をすぎる頃から，スカー トの後方が徐々に長くなり， 後』要から
裾にかけてふくらみをもった，パッスル ・スタイルに移行しで行った。
写真13は， フラ ック着用の紳士と，ポロネ－x風 （ひき裾オーパースカー 卜） のパ yスル ・
スタイルの婦人である。 婦人 ドレスの材質はサテンで，衿から中央にかけで別布のビロードが
つけられているが，カラーはテーラード・ カラーの変形である。
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クリノリン，パッスル・スタイルなど，やや装飾過剰で
曲線的なシルエットの流行あと， 1890年代にな って，かっ
ちりとした構成の男性的なイギリス風，テーラード・スー
ツが出現した（写真14）。それは，今日のスーツ同桟，シ
ャーツ・ウエスト（ブラウス）と組み合わせた， 二部式の
もので，男子の背広服同様，上下に分かれたテーラー ドな
スーツであった。18世市己末のパリ・モードに，ローブ・ ル
ダンゴトや，スペンサーというイギリス・モードの男子服
に影響をうけた婦人服があったが，このスーツも同様に，
紳士服アビ（燕尾服）のカッティングに類似しでいる。 布
地は上質のウールで，カラーと見返し及び腰の飾りポケッ
トには，光沢のあるサテンが使われている。
また，この時代の日常生活に， 各種のスポーツ （サイク
リング・スケート・乗馬・テニス）が盛んになり，自転車
の普及にともない，女子服の機能化を促した。
写真12 紳士服（1850年）
そのため，従来のひき裾スカー トは機能的でなく， 合理的なスポーツ著が必要となってき
た。その結果，裾が二つに分かれたキュロット・ジューフ （スカー ト）や，ブルマーという，
だぶだぶなニァカーズが，はかれる様になった（写真15）。このブルマーは，約50年前のクリノ
リン・ スタイル全盛の時代に，アメリカのブルマ一夫人が当時の窮屈なモードから女性を解放
しようと，反クリノリ ン運動を起こ したのであったが，ごの改良服が， あまりにも進歩的すぎ
て，当の女性よりもむしろズボンをはく 事が，男性の特権と心得でいた男性側から非難をうけ
写真13 パッスル・スタイル
(1874) 
写真14 イギリス風テーラー ド
スー ツ（1892年）
て，実現しなかった。し
かしこの改良服は， 1890
年代に婦人の聞にスポー
ツが普及し，サイクリン
グ用と して，盛んに用い
られたのであった。現代
でも，男女のスポーツ用
として，さまざまに型を
かえながらも，広く愛用
されている。
写真16は， 1894年の婦
人乗馬服で， 長目の上着
は，身体にぴったりと フ
ィッ 卜した，テーラー ド・
写真15 ブルマースタイル 写真16 婦人乗馬服（1894年）
(1850年）
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スーツである。 ややふくらん
だ袖と，裾巾の広いスカ トー
を着用しでいる。 材質はダー
クな色調のラシャや，ホーム
スパンで，当時，男性聞で流
行した同じ型の帽子（シルク・
ハ ット）をかぶっている。写
真17・18は，両方と もサイク
リング用のスーツで，上着丈
の短いスペンサージャケ ット
で，袖は大きくふくらませた
ジゴ袖 （羊脚袖） の若々しい
スタイルである。
写真17は，田舎でみかけた
サイクリング・ス タイルで，パリでは男女とも流行のブルマーをはいて自車去車に乗っていたが，
地方ではまだトウルニュール （腰あて）をつけたスカートで，窮屈そ うなスタイルであった。
写真の左側の女性は華やかなブラウスの上に，テーラー ド・ カラーのジャケッ トを着ている。
写真18は，ゆったり としたブルマーの下に，黒の木綿の靴下をはき短い靴と共に，上着のスペ
ンサージャケットは非常に活動的なスタイルである。
写真19のサイクリング・ウエアーは，非常に大き なジゴ袖と，ブルマーの組み合せのテーラ
ー ド・スーツである。中に着ているシャーツ ・ウエストの
衿もかたく糊づけして，ネクタイを絞め，男子背広服に近
写真17 サイクリ ング服（1894年）
写真18 サイ クリング服
(1895年）
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いスタ イルである。
写真20は， この時代の
最もモー ドの先端をゆく
合理的な理想、の服として
喜かれた， スタ イル画で
ある。テーラー ド・カラ
， ジゴネ由， フゃルマーに，
男性用カンカン帽子の組
み合わせは，新しい婦人
像をも とめる服装としで，
登場したが，当時としで
は風変りなスタ イルで風
刺的なスタイル画として
終ってしま ったが，現代
ではさしで驚異ではない。
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写真19サイ クリング服（1895年） 写真20 合理服（1896年）
写真21は，1900年代のアフタヌー ン・コー トドレスで，身丈いっぱいの長さの，エレガントな
コー トである。 折り返った大きなカラーと見返しは，サテンの別布がつけられ，豪華な絹地で
作られでいる。同じテーラー ド・カラーでも， スーツやスポーツ着にみられた，かっち りとし
た構成とは異つで，やわらかな雰囲気のコ トーである。
写真22は，1906年のスーツで，現代でもみられる様な，テーラー ド・ジャケットと，ロング・
スカー トである。 中に美しいブラウスを着用している。 20世紀のはじめにかけて，技巧をこら
写真21 コート・ドレス
(1900年）
写真22 テーラード ・スーツ
(1906年）
写真23 チュニックス
ーツ (1910年）
したブラウスが登場している。これは，ワンピースよりも子
車主に作り易いという利点と，テーラード・スーツの普及によ
り，その下に者用するブラウスは不可欠な組み合わせとして
非常に発達してきた。
ブラウスは，最初は華美なものが多くみられたが，次第に
一般女性の聞で，簡素なものが着られる様になり，婦人服の
軽装化に役立っていった。
写真23は， 1910年代のホブル・スカー卜 （足首に向って裾
つぽまりのもの）とチュニック（胴着）丈のスーツである。
これは，婦人の散歩着であるが，各所にトリミングや，プリ
ーツなど，手芸的な扱いがみられる。この時代は，よき時代
（ベル・エポック）と呼ばれ，フランスでは，最もモードの
盛んになった時代とされている。
写真24は， 1914年代のスーツで，ヨーロッパの芥国は，戦
争の渦にまきこまれ，服装の世界，とくに婦人服は大きな
影響をうけた0 －！；＿－性も軍事関係の仕事に従事するようにな
り，家庭の外で働く機会がふえて，従来の機能的でないひ
き裾のスカートは姿を消し，スカートは，くるぶし丈とな
りここに， ショー卜・スカートカヨ延生した。
写真25は，第一次大戦中のシンプルなテーラード・スー
ツで，材質もラシャとかホームス・パンの堅実な色彩のも
のである。この大戦によって，女性の社会進出は著しく，
それに伴う服装の変化が，はっきりとみられ，機能的で，
実用に適した婦人服の近代化が本格的な第 1歩をふみ出し
てくる事になる。
「20世紀ファッション史」の著者，ユーイング女史は，婦
人用テーラード・スーツの出現の意義を強調して，紳士用
のものと似た材料で男性によって，イギリスの職人的技術
写真24 テーラード・スーツ
(1914年）
写真25 テー ラ ド・スー ツ
(1917年），、
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の伝統に従って造られたテーラード・スーツは，前進的ファッションであり，来るべき女性の
自由と平等のシンボルである。それはまだ，デザインの上はともかく，精神的にも男性との平
等を目ざす，象徴的モードであった…・・・。と述べ，またフランス・モードの変遷の上で，イギ
リス的要素が及ぼした影響の大きさを強調している。
4. 日本におけるテーラード・スーツの導入
日本に洋服が移入されたのは，安政以降の幕末期（1859年）に，殴米諸国との交通がはじま
り，男子服のフロックが導入された。女子服にJヨいては，明治の初期に，アメリカに留学して
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いた女子学生が，帰国の際に洋装をしたのが，はじめとされて
そのころ西殴いる。その後，鹿鳴館時代 (1883～ 1887年）に，
一部の上流で流行していたパッスル・スタイルが直輸入され，
日本でも徐々に洋装に関心をもった
（写真26）。
階級の婦人に着用された。
文明開化の時代でもあった
明治の末期から，大正の初期にかけて，進歩的な女性の聞に
婦人解放運動がはじまり，女性の職場への進出が目立っていっ
た。その結果，軽快な洋装が和服に代って採用されはじめ，看
女子の洋装化
は，次第に広がっていき，機能性のあるテーラード・スーツが，
職場服または，外出着として着られるようになった。
のパスの車掌の制服であるが
長自のプリーツ・スカー卜に，上着はテーラード・カラーで太
目のベルトをしめている。 材質は，
護婦，パスの車掌などの制服を先がけとして，
写真27は， 1920年（大正9年）
鹿鳴館時代（1883年）写真26
黒または紺のサージであっ
た。
パスの車掌（1920年）写真27
写真28は，同じ頃の婦人記者のスーツで，男子背広と同機，
最も進歩的な中はワイシャ ツにネクタイという当日寺としては，
女性の洋装といえよう。
写真29は， 昭和初期の銀座を散歩する女性のスナップである。
洋装化も次第に普及し，軽快な洋服を上子に着こなす女性も
まだ，和服が多かった。写真29一般には，目立っていったが，
タイト・スのスタイルは，短目のスペンサ一風ジャケ y 卜と，? ? ? ?
?
??
???。
ξ 
写真30散歩着（1926年）
，
?，?
｝
?
?
?咽.，唱世
写真29
婦人記者（1920年）写真28
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カートの組み合わせである。写真30は，大き目のテーラード・カラーのコートで，材質はツイ
ード風である。コートの女性は，その頃流行した断髪スタイルで，子さげ式のハンド・パック
をもっている。以上の様に，日本における洋装化も時代と共に，徐々に浸透していったが，テ
ーラード・スーツが一般女性の聞に定着するのは，第二次大戦以降の戦後の事である。
?
と め
以上，テーラード・スーツについて，その起源と変遷および，日本における女子テーラード・
スーツの導入までを，西洋服装史からまとめてみると，次の様な結果である。
1 ) カラーの歴史については，紀元前の青銅器時代の男子服に，すでにショール・カラー風
の形態がみられ，同様に1430年にノリスによる女子の新型ドレスの裁断図にもショール・カラ
ーの製図が表現されている。次に立衿（スタンド・カラー）については， 15世紀中頃から男子
服のプール・ポアンと名づけられる衣服にみられ，初期のVネァク・ラインから身頃つづきの
衿（ハイネァク・ライン）となり，次第にスタンド・カラーに変化された。ボー（蝶結び）カ
ラーについては，衣服を止め合わす方法として釦のない頃，すでに考えられていた技術で，男
子のネック・タイ （結ぶ）から現代女子のタイ・カラーといわれている。また， 1670年頃，ル
イ14世の着用しているジュストコルの衿元にもクラパットと呼ばれる別布で結ばれた非常に優
雅で装飾的なタイがみられ，現代女性のスカーフの装飾的な結び方と類似しでいる。
2) テーラード・カラーの導入については， 1780年以降のアピ（ジュストコルから変化した
男子服）の衿に折り返したカラーがみられ，またフランス革命からナポレオン時代にかけて，
テーラード・カラーの形態をもっイギリス・モードの男子服，ルダンゴトやスペンサーが移入
され，それが女子服にも影響して，ロープ・ルダンゴトやスベンサー，カラコスタイルとして
着用されたが，このシンフルなシルエァトの服の衿に，テーラード・カラーがみられた。
3) テーラ－ r＇＇，.スー ツの導入と変選については，革命後の男子服アピは， 1820年頃，ペ
プラム丈の短い新型上衣（背広服）となり，また1850年代には，イギリスのテーラーの優秀な
技術の影響もあって，男子服の三つ揃いの形式，基本型が決まった。婦人服は，クリノリン，
パッスル・スタイルと様々な変遷をつづけ， 1890年代に各種スポーツの発達に伴い，スポーツ
着として，テーラードなスーツが盛んに着られる様になった。 1900年から1914年まではフラン
ス・モードの全盛期で，豪華なコートやチュニック・スーツに高度な技術がほどこされ，その
衿にテーラード・カラーがみられ，その後第1次世界大戦の影響で，女性の社会的進出が著し
く，機能的な，テーラードな上着と，くるぶし丈のスカートが出現し，現代のテーラード・ス
ーツの原型が決定された。
4) 日本におけるテーラ←ド・スーツの導入については， 1860年頃，欧米との交通がはじ
まり，男子服フロックが導入され，女子服は，、明治の初期にアメリカ留学生によってはじめて
洋服が着られた。その後，鹿鳴館時代にも一部の女性に着られたが，本格的に洋装が普及する
のは，明治から大正にかけて起きた婦人運動を契機に，女子の職場進出に伴い，制服を先がけ
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としてテーラードなスーツが着用されたのである。しかし，ー最安女性の聞にテーラー ド・スー
ツが定着するのは，第二次世界大戦のあと，昭和20年 （1945年）以降のことである。
テーラード・スーツ，あるいはショー卜・スカー トについでも，その原型は男性の服装に求
められ，西欧で機能的で実用に適した婦人服が出現し，近代的なスタイルが完成するのは，第
一次世界大戦以後の事である。また，女子の社会的進出でショ トー・ スカー トが定着したのは
1920年の後半で，男子の近代的な背広服と長ズボン・スタイルを定着させた1820年から1850年
に比較しで，約一世紀おくれでいる。しかしその変遷をみると，フランスに輸入されたイギリ
ス・モードのカラコやスペンサーは，イギリス風婦人乗馬服からヒン トを得たもので，この上
衣は，同時代の男性にも着用されている。この様に乗馬服という男女共通のスポーツ着に，同
じスタイルの服装をし，また， 1890年代，各種スポーツの発達に伴い， クリノリンやコルセ ッ
トから解放された女性にも，スポーツ着と しで， テーラードなスーツが盛んに着られでいる。
また，日本においても，明治以降，女子の職業服としてもテーラー ド・スーツが多く，第二次
世界大戦中の戦時服の型もこのスーツであった。
特に終戦直後 （1945年） は，肩にパットが入つで，男子背広服に近いスタイルで， その後時
代背影や，フア yションの影響で，さまざまに変遷しながらも現代に至るまで，常に着用され，
正統的な服装として，婦人服の中に定着してきている。
1967年， ミニ ・ドレスの共に， パンタロン・スーツが出現し， この男女共通のスタイルは，
当所，、パリ・モードの中で驚異であったが女子の社会的進出に伴い， 現代では働く女性には欠
かせない服装とな り， 最近では，ジーンズやキュロットのズボン ・スタイルも，日常着から外
出着まで，広範囲に着用されている。
この様に，女性のパンタロン着用について村上信彦氏は，「服装の歴史」その他の著述で，「ス
カ トー は元来，男子への服装を女性に強いた服装形式であるから，社会において，男女の地位
が全く対等になれば，暑い夏を除き，女性はズボンをはく事になるであろう」と云っている。
最近では，メーカー側の商業政策 「つくられた流行に反発する傾向がふえ，特に若者の聞で
は，自分に適した， 自分の望む服を着る自主性が養われニュー ・ト ラディ ション（tradition),
新しい伝統といわれる，正統な服を着用しよう とする気風が出はじめている。
アメ リカのジャーナリス ト， カテ リー ヌ・ミリ ネア女史は，咋年来日した時， 「ファッショ
ン・メ カーーの意のままに服を着る時代は終った。自分で選んで、着る服は，自分の生き方にそ
ったものであるべきで，ファッション雑誌の反映になってしまっては，とても生き方とはいえ
ない」と云っている。
この様に，多様化した服飾を，どの様にとら え，選択してゆくかは，消費する者の知性や，
知識であり，それらの自主性を育でるためにも，今一度原点にもどり，技術の認識を見なおす
必要があろう。今後は，テーラード ・スーツによる作品の資料に基づき，材質，裁断など年代
を追って研究し，技術の重要性と，生活環境に適した美的感覚等を取り入れて，学生指導上の
参考にしたいと思う。
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おわりに，長瀬，奈良岡，倉島教授の退官に際し，長い間，御指導を戴きました事を厚く，
御礼申し上げますと共に， 今後，ますます御壮健でお活躍下さいます事をお願い申し上げます。
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